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　百余りの民族を内包するウズベキスタンでは、ソ連邦からの独立後にウズベク語が国家語に制定
された。独立から四半世紀が経つ今日においては、とりわけ基幹民族であるウズベク人のあいだ
でウズベク語が積極的に使用される傾向は強まってはいるものの、ソ連期からの民族間共通語で
あるロシア語も依然として広く使用されている。ウズベク人社会では、ウズベク語とロシア語が様々
な場面によって使い分けられ、あるいは併用され、ふたつの言語はある種の異なった社会的意味
を持っていると考えることができる。 
　二言語の意図的な使い分けは、ウズベク人以外の民族も含めた不特定多数が集まる結婚式といっ
た宴の場面で顕著に現れる。数百人規模の人数が集まる結婚式では、司会進行は基本的にはロシ
ア語とウズベク語の二言語で行われるほか、初めて顔を合わせた来客同士はウズベク語母語話者同
士であってもロシア語で会話をはじめることが多い。つまり、ウズベク人社会において、ロシア語
はよそ者に対するコミュニケーションに使われる言語という一側面を持っていると考えられる。 
　本報告では、不特定多数のよそ者が集う場における二言語使い分けに焦点をあて、日常と非日
常をへだてる一要素としての言語の使い分けについて検討していきたい。 

ウズベキスタンの概要と言語状況 
　ウズベキスタンは中央アジア中部に位置する共和国である。首都タシケント。南はトルクメニス
タン、西と北はカザフスタン、東はキルギスとタジキスタンに囲まれており、最南部はアフガニス
タンと国境を接している。東西に細長く、西部はカラカルパクスタン自治共和国を含む。1991年
に独立を宣言して現在のウズベキスタン共和国が誕生し、独立国家共同体(CIS)に加盟した。全人
口は約3212万人(2017年)。基幹民族であるウズベク人の増加率が大きく、1991年は全人口のうち約
73%を占めていたが、2017年には約84%に達した。そのほかタジク人約154万人(4.8%)、カザフ人
約80万人(2.5%)、ロシア人約75万人(2.3%)、カラカルパク人約71万人(2.2%)、キルギス人約27万人
(0.9%)、タタール人約20万人(0.6%)など。 

言語選択をめぐる議論 
　ウズベキスタン国内の近年の言語状況をめぐっては、唯一の国家語であるウズベク語を優遇した
法整備が進み、ウズベク語中心的な社会へと変化しつつあるといった報告がなされるようになっ

【参考】言語法による諸言語の位置付けの移り変わり 
　1930年言語法：　　　ロシア語・ウズベク語ともに公用語。 
　1989年言語法：　　　国家語はウズベク語、ロシア語は民族間交流ツールとして使用を保障。  
　1992年共和国憲法：　国家語はウズベク語。(ロシア語に関する記述が削除された)  
　1995年言語法：　　　国家語はウズベク語。(ロシア語に関する記述なし） 
　◎ ウズベク語を中心とした政策への移行。ウズベク人を中心とした国家建設の途上にある可能性。 
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た[Abaskanova(2016)など]。ウズベク語を中心とした法整備が進むと同時に、社会におけるウズベ
ク語の地位と機能も拡大傾向にある。しかし、依然としてロシア語は広く使用されているといっ
た指摘も少なくない[Isaeva & Adams et.al. (2017)など]。実際に、ロシア語は現在も教育機会や就職
機会の拡大といったモチベーションから広く学ばれており、多くのウズベク語話者は、習得レベル
に個人差はあるものの、同時にロシア語話者であると考えられる 。 1

　ウズベキスタンにおけるウズベク語とロシア語の関係性については、他の中央アジア諸国におけ
る国家語とロシア語の関係と同様に、バイリンガリズム(二言語併用)という語に集約される傾向に
ある[Уралов(2017)、Мухитдинова(2011)など]。つまり、社会的な言語の使い分けが存在するわけ
ではなく、個人レベルでの二言語話者が存在するという見解である。 
　しかし、言語体系的に異なる言語が並存する社会(ダイグロシア)では、ハイチ・クレオール語や
スイス・ドイツ語のように、社会レベルで言語が使い分けられる事例が多数存在する。テュルク
語であるウズベク語と、スラヴ語であるロシア語の二言語が使用されるウズベク人社会において、
二言語が併用されているという事実は既に多くの研究で言及されてきたところだが、実際にどのよ
うな場面でどの言語が選択されるのか、言語の使い分けという観点から検討される機会はきわめ
て少ない状況である。本報告では、この「使い分け」に注目し、ウズベク語とロシア語の使い分
けがウズベク人社会においてどのような機能を果たしているのか、自然会話に現れた事例から検討
していく。 

言語の使い分けはいつ発生するのか 
　ファーガソン(C. A. Ferguson)が定義するところのダイグロシアは、ひとつの言語共同体でふたつ
の言語(変種)が異なる状況のもとで使い分けられる状態を指している。とりわけ、このふたつの言
語(変種)が「公」と「私」といった対立軸に基づいて並存し、明確に使い分けられる状態だとして
おり、典型的には学校教育の場などの公的な場で標準語や国家語、そして家庭内など私的な場で
の方言や民族語といった使い分けが思い浮かぶ。つまり、言語の使い分けは、端的に言ってしま
えば、「公」と「私」の場で発生するという議論が広くなされてきた。では、これら「公」と
「私」が「混在」し得る空間ではどうだろうか。 
　ウズベキスタンを例にとれば、家族や友人といった身内のみならず、通りすがりの旅人や知人の
知人といったよそ者が集まり、出会い、そして言葉を交わす空間である結婚式 は、まさに「公」2

と「私」が混在する空間であると言える。このような「公」と「私」が混在する結婚式の場は、
常に複数の言語が飛び交う空間でもあるが、人々は何を基準にして言語を使い分けるのであろう
か。 

会話の収集・記録の方法 
　上記の課題の検討を目的に、2013年4月から5月のあいだ に、ウズベキスタンの首都タシケント3

で執り行われた4つの結婚式(披露宴)において、出席者を対象に複数のウズベク語・ロシア語の自
然会話事例を収集し、観察を行った。同時に会話参加者に関する情報も記録している。会話の記
録は全部で8事例あり、合計時間は約1時間程度である。観察の対象となったこれらの会話事例
は、いずれも自然的に成立したものであり、調査者が人工的に発生させたものは含まれない。な
お、これらの会話資料は会話に第三者であるウズベク語・ロシア語二言語話者に聞かせたうえで、
いずれも会話として特殊な事例ではないことが確認されている。 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会話事例 
　以下では、結婚式に出席した人々の会話記録のなかで、言語の使い分けが認められた部分を取
り上げていく。言語の切り替わりを視覚的に分かりやすく示す目的で、ロシア語はキリル文字で、
ウズベク語は斜体ラテン文字で表記した。なお、会話中の個人名・地名に関してはプライバシー保
護の観点からいずれも仮名で表示する。会話参加者の詳細は以下の[表1]に示す通りである。 

【事例①】空いている席に座ろうと知らない人に話しかける 
A-1：　Здесь можно? 
　　　　ここいいですか？ 
A-2：　Аха, можно, можно. А… вы… 
　　　　ああ、どうぞどうぞ、ええと、あなたは・・ 
A-1：　Гульмира(仮名), мы не знакомы, да? По-моему… 
　　　　グルミラです、私たちは知り合いではないですね、きっと・・ 
A-2：　Малика(仮名), но очень приятно. А, что пьете, чай или.. есть даже и шампанское, вино… 
　　　　マリカです、でも、初めまして。ええと、何を飲みますか、お茶・・ 
　　　　あるいはシャンパンやワインもあるけれど・・・ 
A-1：　Ee, albatta choy! 
　　　　ええっ、もちろんお茶です 
A-2：　О, наш человек, bunaqa joylarda ichmaganlar kam. Xursand bo’ldim. 
　　　　あら、私たちの人(身内)ですね、こうした場で飲まない人は少ないですから 

　　　　嬉しいです 

【事例②】同じテーブルの初対面の人たちと話す 
B-2：　Девушка, ты откуда? 
　　　　お嬢さん、どちらから？ 
B-1：　Чиланзар.  
　　　　チランザールです。 
B-2：　O, qaysi mahalladan, qizim? 
　　　　あら、どのマハッラからなの、お嬢さん 
B-1：　Kutarmadanman. 

[表1] 事例における会話参加者の基本情報

A-1 19歳女性、学生。ウズベク人。教育言語・家庭内言語ともにウズベク語。ナマンガン出身。

A-2 21歳女性、学生。ウズベク人。教育言語・家庭内言語ともにウズベク語。タシケント出身。

B-1 21歳女性、学生。ウズベク人。教育言語はロシア語、家庭内では二言語併用。タシケント出身。

B-2 49歳女性、主婦。ウズベク人。教育言語はロシア語、家庭内言語はウズベク語。タシケント出身。

B-3 48歳女性、主婦。ウズベク人。教育言語はロシア語。家庭内では二言語併用。タシケント出身。

C-1 24歳男性、公務員。ウズベク人。教育言語・家庭内言語ともにウズベク語。タシケント州出身。

C-2 26歳男性、自営業。ウズベク人。教育言語はウズベク語、家庭内では二言語併用。ブハラ出身。
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　　　　クタルマ(仮名)からです 
B-3：　O, qizimizsan demak, biz esa Chopon-ota mahallasidan.  
　　　　あら、つまりあなたは私たちの子(身内)ね、私たちはチョポンオタ・マハッラ(仮名)からよ 

【事例③】軽くぶつかった相手を知人と勘違いして話しかける 
C-2：　Ой, простите! 
　　　　ああっ、すいません！ 
C-1：　Ничего… voy, Jasur aka(仮名) emasmisiz-a? 
　　　　大丈夫ですよ・・あれ、ジャスルさんではありませんか？ 
C-2：　Нет-нет, не Жасур, я вас не знаю. 
　　　　いえいえ、ジャスルではありませんよ、私はあなたを知りません 
C-1：　Кажется, обознался, прошу вас. 
　　　　どうやら人違いをしてしまったみたいですね、すみません 

　事例①と事例②では、知り合いではなかった者同士がロシア語で発話を開始し、互いに共通点
を見つけたことをきっかけにウズベク語に使用言語を切り替えている。事例①では互いに非飲酒
者という共通点を、事例②では互いに近所の出身という共通点を見つけたことで、「наш человек 
(私たちの人)」や「qizimizsan (あなたは私たちの女の子)」といった、自身の身内であることを認
める発言が確認されたのちに、言語が切り替わった。つまり、互いによそ者だった発話者同士が、
共通点を見つけた結果として、関係性が身内へと変化していき、その際に発生するウズベク語への
切り替えは、発話者同士の関係性の変化を示すマーカーである可能性が考えられる。これについ
て、ロシア語で発話を開始し、途中でウズベク語に切り替えたB-2は「近い人に対してロシア語を
使うのはよそよそしい」というコメントをしている。 
　一方の事例③では、C-1がC-2に対して知り合いだと勘違いし、ウズベク語で呼びかけるもの
の、C-2はウズベク語話者でありながらロシア語で会話を続けた。このことについて、C-2はのち
に「よく知らない相手だったので、ウズベク語だと親しげすぎると感じた」と語っている。つまり、
事例①と②で観察されたように、ウズベク語が身内(となった者)同士の会話で使われる言語である
一方で、ロシア語はよそ者に対する会話に使われる言語である可能性がある。 
　以上の事例から推測できることは、①ロシア語はどの言語を話すのか事前情報のない知らない
人(＝発話者から見たよそ者)に対して使用されている一方で、②ウズベク語は(事前に)相手がウズ
ベク語を話すということを知っている人(＝発話者から見た身内)に対して使用されるということで
ある。 

「結婚式」という非日常的における言語の使い分け 
　しかし、前述のとおり結婚式とは「公」と「私」が混在する場であるのみならず、儀礼の場とし
て、そしてよそ者と出会う場としても非日常的な空間であると言える。一方で、親族や友人などの
身内と語らい、親睦を深める場としては日常の延長線上にある空間でもあることから、結婚式と
いう一見して非日常的な空間は、人の語らいに注目すれば日常と非日常が交差する場でもある。
結婚式に出席するウズベク語・ロシア語二言語話者たちは、身内と語らう日常的な場ではウズベク
語を、よそ者と語らう非日常的な場ではロシア語というように言語を使い分けており、ロシア語
からウズベク語に言語が使い分けられる瞬間は、まさに非日常と日常が交差し、隔てられた瞬間
ではないだろうか。 
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【註】
 なお、教育言語・家庭内言語ともにロシア語を使用し、ウズベク語を不得手とするウズベク人も存在す1

る。こうした人々はルシーと呼ばれ、ウズベク語話者であるウズベク人からは「ウズベク人でもロシア人で
もない人々」と捉えられる傾向にある。しかし、本報告で対象とするのはウズベク語とロシア語を話すウズ
ベク人であるため、ルシーを含めた一言語話者については考慮に入れないものとする。

 タシケントのウズベク人の結婚式の多くは、①朝のオシュ(親戚や友人、近所の人などを対象とした食事2

会)、②ニカフ(神前での結婚の誓い)、③ザクスでの婚姻登録、④披露宴(狭義の結婚式)、その翌朝に、⑤ケ
リンサロム(新婦による朝の挨拶)といった順番で行われる。これらの結婚にかかる儀式全体を指してto’y(ト
イ)と総称されることもあるが、多くの場合披露宴≒結婚式である。本報告においても、結婚式は披露宴を指
すものとする。

 筆者は2013年3月から2014年3月の約12ヶ月間、タシケント市内に居住するタタール人の言語選択に関す3

る調査を目的に滞在した。ウズベク人の二言語使い分けに関する本調査は、前述のタタール人の言語選択に
関する調査とは別に、異なる目的から同時期に実施されたものである。
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